
供
用
開
始
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
（
受

益
者
）
に
は
、
受
益
者
負
担
金
の
納
付
と
下
水

道
を
利
用
す
る
た
め
の
排
水
設
備
（
水
洗
化
）

工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
下
水
道
法
に
よ
っ
て
供
用
開

始
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
１３
年
度
供
用
開
始
区
域
の

皆
さ
ん
は
、
今
年
度
中
に
水
洗
化
工
事
を
お
願

い
し
ま
す
。
市
で
は
工
事
費
用
の
融
資
を
あ
っ

せ
ん
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
か

た
に
、
そ
の
浄
化
槽
の
大
き
さ
に
応
じ
て
、
補

助
し
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
、
公
共
下

水
道
や
農
業
集
落
排
水
の
対
象
と
な
ら
な
い
と

こ
ろ
で
も
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ト
イ
レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
で
き
る
ほ
か
、

家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
も
き
れ
い
に
し
て
放

流
す
る
の
で
、
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
が
少
な
く

な
る
と
共
に
、
川
や
海
の
汚
染
を
防
ぎ
ま
す
。

私
た
ち
に
快
適
な
生
活
を
も
た
ら
し
、
自
然

環
境
に
も
優
れ
て
い
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
ま
せ
ん
か
。

※
補
助
で
き
る
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
工
事
業
者
を
通
じ
て
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
区
域

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
及
び
農
業
集
落

排
水
事
業
の
事
業
採
択
地
区
ま
た
は
事
業
実

施
地
区
を
除
い
た
市
内
全
域
。た
だ
し
、排
水

の
放
流
先
を
確
保
で
き
る
場
所
に
限
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅

一
般
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
（
住
宅
部
分
の

延
べ
床
面
積
が
全
体
の
２
分
の
１
以
上
の
住

宅
に
限
る
）

補
助
金
額

５
人
槽

３
７
５
、
０
０
０
円

６
〜
７
人
槽

４
３
８
、
０
０
０
円

８
〜
１０
人
槽

５
５
５
、
０
０
０
円

市
で
は
排
水
設
備
工
事
を
行
う
か
た
に
対
し
、

そ
の
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

対

象
供
用
可
能
に
な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
工
事

を
行
う
個
人

申
し
込
み
方
法

工
事
の
際
に
工
事
指
定
店
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

融
資
限
度
額

１
件
５０
万
円
（
ト
イ
レ
数
が
２
ヵ
所
以
上
の
と
き

は
、
１
ヵ
所
３０
万
円
以
内
と
し
最
高
１
５
０
万
円
）

償
還（
返
済
）方
法

５０
ヵ
月
以
内
の
元
金
均
等
償
還

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
（
無
利
子
）

水洗化
工事

水質汚濁の主な原因は生活雑排水です

「
排
水
設
備
工
事
指
定
店
」

で
、
工
事
を
お
早
め
に

合併処理
浄化槽

設
置
の
際
に
は
補
助

し
て
い
ま
す
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